
会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

 令和６年度第１回宮古市災害伝承協議会を、次のとおり開催しました。 

 

  令和７年３月２８日 

 

宮古市災害伝承協議会 

 

 １ 開催日時 

  令和７年３月２４日（月）午後１時３０分～午後３時３０分 

  

２ 開催場所 

  シートピアなあど ２階 研修ホール 

 

３ 会議の内容   

報告 

（１）宮古市災害資料伝承館の展示について 

（２）宮古市災害資料伝承館のワークショップについて 

（３）宮古市災害資料伝承館の管理運営について 

 

４ 問い合わせ先 

 田老総合事務所地域振興係 

   電話 0193-87-2971（直通）（内線6213） 

 

 



令和６年度第１回宮古市災害伝承協議会概要 

 

１ 開催日時  令和７年３月２４日（月）午後１時３０分から午後３時３０分 

２ 開催場所  シートピアなあど ２階研修ホール 

３ 出 席 者  （１１名） 

齋藤 徳美 会長、柳澤 忠昭 副会長、佐々木 重勝 委員、 

戸由 忍 委員、敬礼 明男 委員、坂本 百洪 委員、 

假屋 雄一郎 委員、山内 霜子 委員、武藤 元 委員、 

澤田 亮 委員（代理 高岩 将洋）、伊茂野 達哉 委員 

４ 欠 席 者  （３名） 

小岩 孝行 委員、八重樫 則夫 委員、太田屋 滋 委員 

 

５ 事 務 局  （８名） 

多田 康 企画部長、伊藤 宏子 生活課長、山崎 正幸 危機管理課長、 

安原 誠 文化課長 

久保田 亮二 田老総合事務所長、山本 恭彦 副主幹兼地域振興係長、 

上坂 春樹 主査、三浦 幸恵 主任学芸員、越田 幸樹 主任 

６ 傍 聴 者  なし 

７ 議 事 等  〇開会（事務局が開会を宣言） 

        〇会長・副会長選任 

         ＜会長 齋藤 徳美 委員、副会長 柳澤 忠昭 委員 決定＞ 

〇議長挨拶（齋藤 徳美 会長） 

〇報告（１）宮古市災害資料伝承館の展示について 

＜事務局から報告＞ 

＜出席委員から質疑・意見＞ 

＜報告内容承認＞ 

〇報告（２）宮古市災害資料伝承館のワークショップについて 

＜事務局から報告＞ 

＜出席委員から質疑・意見＞ 

＜報告内容承認＞ 

〇報告（３）宮古市災害資料伝承館の管理運営について 

 ＜事務局から報告＞ 

 ＜委員から質疑・意見＞ 

 ＜報告内容承認＞ 

〇閉会（事務局が閉会を宣言） 

        閉会後、宮古市災害資料伝承館の現地確認を実施。 

 

 

 

 



別紙 質問・意見等 

質問・意見 回答 

報告 

（１）宮古市災害資料伝承館の展示について 

 

（委員） 

 沿岸各地に特徴的な伝承施設がある。 

宮古市には、観光ホテル、万里の長城と称され

た先進的な防潮堤などの遺構があり、津波サミッ

トも開催され、田老地区は防災のまちとして有名

となった。 

前回の協議会において、伝承館は、大きな被害、

犠牲があった田老地区に建設するのだから、後世

に伝承する場であってほしいというのが各委員

の総意となっている。 

宮古市は合併し広範囲となり、それぞれの地区

で災害が発生しているが、伝承館として災害全般

を伝える役割を担っている。 

展示して終わりではなく、どうしたら避難率を

上げるか、地域で工夫して対策するために、活か

せる施設となってほしい。 

最後の協議会となるので、各委員から意見をい

ただきたい。 

 

（委員） 

 伝承館を見学した人が、実際に災害が発生した

場合、減災に活かせる施設となっているか。津波

だけでなくあらゆる災害を網羅している施設と

なっているか期待したい。 

 

（委員） 

宮古市で発生したあらゆる災害を展示してい

るとのことなので、興味津々である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問・意見 回答 

（委員） 

市民交流センターの防災プラザと違い、震災だ

けでなく水害、台風、大火を網羅していることを

期待したい。 

実際に来た津波がどのくらい高さなのか、イメ

ージできる施設が少ないので、強調した展示であ

るとよい。 

 

（委員） 

 観光ホテル、防潮堤などの震災遺構を活用して

ほしい。内陸は津波が来ないので、津波以外の災

害の展示がどのようになっているか見てみたい。 

 

（委員） 

 展示の入れ替えはあるでしょうか。 

 

（委員） 

 被災地には多くの伝承施設があるが、他所にな

い施設であってほしい。防潮堤があるから大丈夫

ではなく、津波の侵入を防いでいる間に、避難す

る時間を稼ぐ役割がある。田老の津波の特徴がわ

かる施設であってほしい。 

 

（委員） 

 昭和８年に、藤原、磯鶏にも津波がきて、その

ときの石碑が今もある。展示の対象地域を広げて

ほしい。 

 

（委員） 

 心に伝えること、訴えることが重要。 

 防災士として体験学習等協力していきたい。 

 

（（委員） 

学ぶ防災に参加する方は、市外、県外の方が多

い。企画展など実施して、多くの方に見てもらい

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

企画展を予定し、そこで展示の入れ替えを検討

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問・意見 回答 

（委員） 

 ６月６日オープンするが、完成して終わりでは

なく、施設の役割、目的を考え、継続していって

ほしい。 

 

報告 

（２）宮古市災害資料伝承館のワークショップに

ついて 

（委員） 

 経験談を語れる語り部がいるとよい。津波太郎

等の意見を聞きながら体制づくりをしてはどう

か 

 

（（委員） 

 防災のイベントで、全部の街の避難路を作って

はどうかという意見があった。地域ごとで違うの

で、市等で把握するのは厳しいが、町内会単位で

避難路を把握する体験があるとよい。 

 

（委員） 

 避難方法、避難路は、町内で違うし、時代が変

われば世代も変わる。出前講座などもあるとよい

のでは。 

 

（委員） 

 津波以外の岩手山噴火などの学べるワークシ

ョップのメニューがあっても良い。 

 

報告 

（３）宮古市災害資料伝承館の管理運営について  

 

（委員） 

 入館料は、すべての人が無料か。 

 

（委員） 

 作って終わりではない。 

 管理運営する現場が運営しやすいようにして

ほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

関係機関と検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 無料です。 

 

（事務局） 

 企画展などの費用も指定管理料で見ている。企

画展について、指定管理者だけでなく市も加わり

協議していく。 

１４：４５ 事務局が会議の閉会を宣言 


